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要旨
ここには日本語要旨を記述する．分量の目安は全角 300文字以上 1ペー
ジ以内程度である．本文が英語の場合であっても日本語要旨を記述するも
のとする．



Abstract
ここには英語で要旨を記述する．日本語で記述される卒業論文であって
もこの項目を省略することはできない．分量規定はないが，日本語用紙と
比較して極端に少ないことがないようにする．
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第 1章

序論

1.1 背景と目的
サービスを保守運用していく中でシステム障害は発生するものである.その障害がソフ
トウェアや機器の問題であったり停電などが原因である場合など挙げられるがいずれにせ
よ,サービスの安定運用を考えていく上でシステムの不調を早期に発見することが必要と
なってくる.知能情報コースでは,五年に一度システムを更新しており,現在のシステムで
は監視ツール及びログ可視化のシステムが組まれておらずサーバーに入ってサービスの状
態を確認したり, 実際にトラブルが起きるまでシステム障害に気づくことができない. そ
のため本研究ではシステム障害の早期発見を目的とした監視システムの導入と障害発生時
の対応を柔軟にするためにログ収集の提案をする.

1.2 論文の構成
本論文は以下の章で構成される．
第 1章では,本研究の研究背景及び目的を述べる.

第 2章では,本研究で必要な技術概念を述べる.

第 3章では,

第 4章では,

第 5章では,本論文のまとめと今後の展望について述べる．



第 2章

技術概要

2.1 prometheus

オープンソースのメトリクスベースのモニタリングシステムである.対象サービスから
監視サーバーに対し情報を取得する pull型を採用しており,取得したデータは時系列デー
タベースに保存される.特徴としてそれぞれのデータに付与されているラベルごとに情報
をまとめることが出来る.

2.2 exporter

監視対象のデータを収集し prometheusからのリクエストに応じて必要なデータを整形
し prometheusにレスポンスとして返すツールである. prometheusに送信するデータに
対しラベルを付与することができ情報の絞り込みが楽になる.

2.3 alertmanager

オープンソースソフトウェアとして公開されているアラート管理ツールである. アラー
トの重複排除、グループ化などによりアラートの送信を行うことができる.

2.4 loki

prometheus に触発されたオープンソースのログ収集ツールである. 特徴として
prometheusのようにログデータをラベル毎にまとめることができる.
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2.5 promtail

ログを収集して lokiに送信するツール. Prometheusの exporterのようにアプリケー
ションのログに対しラベルを付与することができる.

2.6 grafana

収集されたデータ・ログをダッシュボートを用いてブラウザから可視化可能なツールで
ある.

2.7 docker

Docker.Inc.が開発したオープンソースのコンテナ管理ツールである. サーバーやクラ
ウドなど様々な環境にコンテナ環境を構築,配布,実行することができる.

2.8 podman

RedHat社が開発した docker互換のコンテナ管理ツールである.

2.9 コンテナ
仮想化技術の一つであり,他の仮装技術との相違点はカーネルはホスト OSと共用で利
用する点である. これにより他の仮想技術よりリソースが節約でき,仮想環境の構築,削除
が高速でできる.

2.10 kvm

KVM は (Kernel-based Virtual Machine) の略で linux カーネル上で動作する仮想化
技術であり,カーネルをハイパーバイザとして機能させる.
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2.11 ハイパーバイザ
仮想化技術の一つであり, ハードウェア上にハイパーバイザと呼ばれる仮想化ソフト
ウェアを動作させ,その上でゲスト OSを運用する. ホスト OSを不要とするがコンテナ
型と比べて起動速度は低速となる.
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第 3章

現在の学科システム

3.1 問題点
3.2 監視システムを運用する上での課題



第 4章

提案手法

4.1 死活監視
4.2 ログ収集
4.3 データ可視化
4.4 アラート送信
4.5 mattermostからの alert変更



第 5章

今後の展望
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